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２０１６年３月１２日 

基礎研春季研究交流集会（名古屋学院大学・栄サテライト） 

 共通セッションⅠ 報告 

 

基礎経済科学研究所 自由大学院 

大阪第三学科（金融・流通・協同組合論学科）の歩み、

その成果と課題 

 

髙田好章（所員・大阪第三学科事務局） 
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☆ゼミのこれまでの経過 

・１９７７年１０月２０日：第１回ゼミ開催 

・２００２年：開講２５周年 

・２００５年１１月３０日：第５００回ゼミ 

・２０１０年 ７月２８日：第６００回ゼミ 

・２０１５年 ３月２５日：第７００回ゼミ 

・２０１６年 ３月 ９日：第７２０回ゼミ：現在 
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★資料：ゼミの写真 

１９９９年９月ごろ 
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２００４年４月 
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７００回記念写真 2015-03-25 
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☆開催日 

・月２回： 当初は、週末の土曜日 

      １９９０年ごろから、週日 

      １９９３年ごろから、第２・４水曜日 

        ２０数年以上、月２回水曜日開催として定着 

 

☆テキスト 

・月前半： 現代物 

・月後半： 古典 

※基礎研夜間通信研究科の設立（１９７５年１０月）当初からの 

学科開催形態を踏襲している唯一のゼミ 
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★夜間通研研究科設立時の開催資料 
『経済科学通信』第１３号 １９７５年１０月 より 
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☆ゼミ学科名の由来 

基礎研夜間通信研究科の開講学科名から： 

 

第一学科：技術・産業論学科 

第二学科：自治体論学科 

第三学科：金融・流通・協同組合論学科 

第四学科：労働・農民運動論学科 

第五学科：社会構成体発達史論学科 

→「大阪第三学科（金融・流通・協同組合論学科）」 

※「京都」と「大阪」に第三学科が開講されていたが、 

いつしか「大阪」だけになった 
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☆ゼミ指導担当 

当初から森岡孝二先生 

※２０年ほど前からはゼミ参加者のみで運営するようになる 

 

☆参加者 

労働者研究者が大部分：企業に働きながら、 

今は多くは働き終わって学び続ける人たち 

大学院生なども、時に参加される 
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☆テキスト 

 

・古典物テキスト 

『資本論』第１巻・第２巻・第３巻 

※現在は、３回り目に挑戦中：第２巻２０章１２節を終わる 

 

・そのほかの古典物テキスト 

『経済学批判要綱』 

『帝国主義論』 

『金融資本論』 
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『金融資本論』：1977年 11月 3日～1978年 11月 18日 

『帝国主義論』：1978年 12月 16日～1979年 4月 28日 

『資本論』３巻：1979年 11月 1日～1982年 5月 8日 

『帝国主義論』：1982年 11月 6日～1983年 6月 4日 

『資本論』３巻：1983年 12月 3日～1985年 3月 9日 

『資本論』２巻：1985年 4月 20日～1987年 3月 14日 

『資本論』１巻：1987年 4月 18日～1990年 9月 28日 

『金融資本論』：1990年 11月 16日～1993年 7月 7日 

『経済学批判要綱』：1993年 12月 1日～1997年 5月 28日 

『金融資本論』：1997年 9月 24日～1999年 11月 24日 

『資本論』２巻：2000年 2月 23日～2002年 5月 22日 

『資本論』３巻：2002年 6月 26日～2008年 3月 26日 

『資本論』１巻：2008年 4月 23日～2012年 4月 25日 

『資本論』２巻：2012年 5月 23日～2016年 2月 24日現在：第２０章１２節 
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・現代物テキスト 

高田太久吉『マルクス経済学と金融化論』 

※現在は、第９章を終わったところ、あと一つで終わる 

・その前に取り上げた最近のテキスト 

鶴田満彦『２１世紀日本の経済と社会』 

若森章孝『新自由主義・国家・フレキシキュリティの最前線』 

姉歯暁『豊かさという幻想－「消費社会」批判』 

Ｄ・ハーヴェイ『資本の〈謎〉世界金融恐慌と２１世紀資本主義』 

有井行夫『株式会社の正当性と所有理論』 など 
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☆ゼミの楽しみ 

・個人研究発表 

テキスト以外に、参加者の個人研究の発表の場 

※これが後に出版物として結実していく 

特に、出版を目標とする場合には、ゼミの多くの時間を割いて 

個人研究発表の場とした 

・合宿 

当初より、１泊の合宿を適宜行い、個人研究発表の場とした。 

また、出版を目標とする場合には、特に多く行った 
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★資料：合宿の写真 

 
１９９０年３月 六甲山荘にて 
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１９９４年５月 関大高槻にて 
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２００２年１０月 関大彦根にて 

 



18 / 39 
 

 

 

・ハイキング 

最近は、春・秋の気候の良い時に、京都・大阪・滋賀・奈良など

をハイキングするようになった。特に歴史的に由来のある場所

へ行くことが多い 
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★資料：ハイキングの写真 

 
２００２年４月 東山巡り 
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２０１５年１１月 宇治・三室戸寺 
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☆ゼミの出版物 の前に、「ミニ通信」：１９８２年５月・９月 
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☆ゼミの出版物： ５冊 １９８６年～２０１２年 

 

１）森岡孝二編『勤労者の日本経済論―構造転換と中小企業』 

法律文化社 １９８６年 

 http://ysweb.g.dgdg.jp/ytakada/kisoken/bunken1.htm 

http://ysweb.g.dgdg.jp/ytakada/kisoken/bunken1.htm
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２）森岡孝二編著『現代日本の企業と社会―人権ルールの確立を

めざして』 法律文化社 １９９４年 

 http://ysweb.g.dgdg.jp/ytakada/kisoken/bunken2.htm 

http://ysweb.g.dgdg.jp/ytakada/kisoken/bunken2.htm
http://homepage1.nifty.com/ytakada/kisoken/bunken2.htm
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３）大阪第三学科開講２５周年記念『変化のなかの企業と社会』 

２００３年３月 基礎経済科学研究所自由大学院大阪第三学科 

 http://ysweb.g.dgdg.jp/ytakada/kisoken/bunken3.htmll 

http://homepage1.nifty.com/ytakada/kisoken/bunken3.html
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４）森岡孝二編著『格差社会の構造──グローバル資本主義の

断層』 桜井書店 ２００７年９月刊 

 http://ysweb.g.dgdg.jp/ytakada/kisoken/bunken2007.html 

http://ysweb.g.dgdg.jp/ytakada/kisoken/bunken2007.html
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５）森岡孝二編『貧困社会ニッポンの断層』 桜井書店 ２０１２年

４月刊 

 http://ysweb.g.dgdg.jp/ytakada/kisoken/bunken2012.html 

http://ysweb.g.dgdg.jp/ytakada/kisoken/bunken2012.html
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・学ぶことの目標：本を出版すること 

「学びたい」・「知りたい」 から 「書きたい」へ進む 

集団学習と、参加者個人の学ぶ目標が重なり合う 

ゼミへの求心力と推進力の加速 

各自のテーマと全体のテーマが重なり合うとき 

 

・それぞれのテーマと全体のテーマ 

参加者個人のテーマ：労働現場で働きながら考えことを、文字

として明らかにする：現場感覚 

全体のテーマとの関連性：それぞれのテーマをゼミに討論しあ

うことで、次第に全体のテーマｔの関連性が明確になる 
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☆なぜ、ゼミが長年続くことが出来たのか 

これまで、３８年５カ月、７２０回のゼミ開催 

 

１）参加者の熱意 

多くの人は３０年以上、２０年以上参加している 

第１回ゼミから参加しているのは、一人 

 

２）ゼミ参加者が２人になっても続けること 

時には、急いで会場に着くと、一人だけが待っていて、お互いに

二人ではゼミにならないなあ、と言ったことが何度かあった。 

 



29 / 39 
 

 

３）事務局の役割 

 

・ゼミ通信の役割：ハガキで参加者に出し続ける 

 

最初のころはＢ４版封書、現在はハガキ版 

 

★資料：ゼミ通信：大阪第三学科からのたより 

最初のころは、手書き 

現在は、ハガキ版 ７ポイント字 
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※「ゼミ通信」を書き続けることは、とても勉強になる 

テキストの内容を要約する、 

議論をまとめる、 

論点を明確にする 

・ゼミ通信を、基礎研の所内メーリングリストへ投稿： 

ゼミは何をしていているか、 

基礎研所内の人々に知らしめ、 

ゼミ内外での議論の門戸をいつも開いておく 

・ホームページへの掲載：所外へも広報する 

基礎研ＨＰから第三学科のＨＰへ http://kisoken.org/ 

 

http://kisoken.org/
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４）古典物と現代物との融合 

・夜間通信研究科の開催形態を踏襲してきたこと：正解！！ 

それは、この形が最も学ぶときに有効であること 

理論的基盤と、現代を読む力、両方が必要 

・『資本論』全３巻読むのに、７～９年かかっているが、 

何度読んでも新鮮な議論ができる 

また『経済学批判要綱』（資本論草稿集）を読むことで（５年間）、

さらなる資本論理解が進んでいった 
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・現代物は、特に単著で、最近のものを選んでいる： 

いろいろな論者の深い論証を知ることができる 

選ぶときは、参加者で討議をして決める 

・古典物と現代物を一緒に学んでいくことによって、 

下降へ・上向へと向かう、論証の流れを 

明確にすることができる 
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５）現場意識を持ち込む 

・皆は、労働現場で働き・働いてきて、現場感覚をも備えている

人々によって、豊富な議論ができる 

・他の労働現場や経済の流れを知ることができる 

 

 

６）他流試合：他のゼミへの広がり 

・このゼミを母艦として、基礎研内外のいろいろなゼミに参加され

る人々が多くいる。またこれまでもゼミから社会人大学院で学

ばれた人も、再びゼミでさらなる学びを続けている 
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☆これからの課題 

・１０００回ゼミまで・・・ 

・皆さんにともに、歳をかさねられて・・ 

・新たな参加者について 

・働いている人への、「学ぶ場」の提供 

・社会人大学院から、自由大学院ゼミへ 

 いつまでも仲間と学ぶことができる！ 
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☆まとめ： 

 

・単に勉強・学習することではなく、ゼミで自らの勉強していること

を発表し、論文を執筆し、お互いの学びたい・知りたい・書きた

い方向と目標を知り合うことができ、さらにそこから集団学習の

これらか目標が出てくる。 

 

・さらなる集団学習と参加者との目標が近づくことで、ゼミへの求

心力が高まり推進力が加速する。それがひとつのテーマにま

とまってくれば、ゼミで本を出版できる体制が出来上がる。 
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・参加者自らの勉強範囲外の事をゼミで知ることができる。つまり、

他の参加者の学習したことや経験を聞くこと、ある問題で議論

をすることで、これまでどのような論文や文献・論争を知ること

ができ、また学界の現在の流れ・新たな流れを知ることが出来

る。 

 

・私的見解： 

ゼミこそ、私の「働きつつ学ぶ」場の基盤であり、 

実践の場である。これまでも、これからも・・・・ 


